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人 類 と ウイ ルス の 総力 戦 


タン パク 質 結晶 生成 実験 in cosmo 


アン サーン 1 
シー ジン 季 ン ン 補 南 セ ンタ ー に ある 国際 中 
< 史上 ス デー ショ ン の 実物 大 の 訓練 施設 


上 : 若 田 宇宙 飛行 士 ( 堪 ) と 共に 長期 滞在 ミッ ショ ン に 参 
加 す る ミハイル ・ チ ュー リン (中 央 ) 、 リ チャ ー ド ・ マ スト ラキ オ 
( 右 ) 宇 宙 飛 行 士 

下 :ISS の モッ クア ッ プ で 行わ れ た 緊急 事態 の 訓練 。 火災 、 
急減 圧 、 空 気 汚染 を 想定 し て 行わ れ 、 ク ルー 全員 で 協力 し な 
が ら 対処 に 当たり 、 手 順 の 理解 や チー ム ワ ー ク を 深め た 
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長期 菩 在 ミ ッ シ ョ ン ロ ゴ 
高校 時 代 野球 部 に 所 属し 、 甲 子 園 
を 目指 陣 @ 練 習 貼 励ん を だ こと に ちな 
み 、 野 球 の ボー ル を モチ ー フ に 、「 お 
互い に 支え 合い 、 個 を 磨き な が ら 共 
通 の 目標 に 向かう ] と いう チー ム ワ ー 
ク の 精神 を 表現 P で くい る 。 「 和 」 と い 
う 言葉 に は 、 日 本 人 初 、 ア ジア 人 初 
の コマ ンダ ー と し て ミッ ショ ン を まとめ 
る こと べ の 期待 が 込め られ て いる 


2013 年 11 月 、 日 本 人 初 の コマ ンダ ー と し て 、 若 国光 一 宇宙 飛行 士 の 
国際 字 宙 ステ ーション (ISS) 長期 滞在 シシ ョ ン が 始ま り ま す 。 
栽培 技術 の 向上 に つなが る 植物 実験 や 自ら 被験 者 と な る 了 医 学 実験 に つい て 、 
体 に 覚え 込ま せ た と いう 緊急 時 の 指揮 に つい て 、 TSS 利 用 の 成果 を 暮らし や 
産業 に どう 生か し て いく か に つい て 、 若 田 宇宙 飛行 士 の チャ レン ジ を ご 紹介 し ます 。 
聞き 手 : 寺 門 和 夫 (科学 ジャ ー ナ リス ト ) 
画像 :JAXA/NASA 


月 14 日 14 時 に 、 イ プシ ロン ロケ ッ ト が 内 之 浦 宇 
宙 空 間 観 測 所 か ら 打 ち 上 げ ら れ ま し た 。 打ち 
上 ば げ 延期 以 降 、 原因 究明 と 特別 点検 を チー 
ム 一 丸 と な っ て 行っ て きま し た が 、 革新 的 な 打 
ち 上 げ シ ステ ム を 持つ ロケ ッ ト 誕 生 の 瞬間 を 、 よう や 〈 お 届け 
する こと が で きま し た 。 皆さま の ご 声援 、 本 当 に あり が と う ご ざ い 
まし た 。 イ プシ ロン ロケ ッ ト に 続き 、11 月 か ら は 若田 宇宙 飛行 
士 の 国際 宇宙 ステ ーション (ISS ) 長期 滞在 が 始ま り ま す 。 
日 本 人 初 の コマ ンダ ー (船長 ) と し て 、 高 い レ ベル で の ミッ ショ 
ン の 実施 、 ク ルー の 安全 や ISS の 保護 に 務め る な ど 、 そ の 仕 
事 は 多岐 に わた り ま す 。 「 日 本 の 素晴らし い 技 術 に 支え られ 、 
最大 の 成果 を 出す こと が 任務 」 と 話す 若田 宇宙 飛行 士 の 、 
打ち 上 げ 直 前 イン タビ ュー を お 届け し ます 。 宇宙 実験 
な ど ISS の 利用 を 通じ て 得 5 れ た 成果 は 、 
私 た ちの 暮らし に どの よう に 生か る れ て い 
る の で し ょ うか 。 宇 宙 で 作ら れ た タン パ 
ク 質 結 唱 を 解析 し イン フル エン ザ 
薬 の 開発 を 目指 す 取 り 組み と 、 宇 
宙 服 の 技術 を 使っ た 消防 用 准 
却下 着 の 開発 に つい て ご 紹介 し 
ます 。 本 誌 裏 面 に は は 、JAXA シ 
ン ポ ジウ ム の イン ター ネッ トラ イブ 
中 継 の な お知らせ を 掲載 。 創 立 
10 周 年 を 迎え 、 新 た な 使命 の 
下 で 歩み を 進め る 私 た ちの 決意 
を 、1 人 で も 多く の 皆さま に ご 覧 い 
だ だ きま だ いり 叫 いよ りり 
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国際 宇宙 ステ ーション は 、 い くつ も の モ 
ー( 第 2 結 
国 実験 棟 ) 、 ユ ニテ ィ ( 第 1 結合 部 ) 、 ザ ー 


若田 宇宙 飛行 士 の 仕事 場 は 
地上 約 400km 上 空 に 浮か ぶ 


ジュ ー 


の 


3 


コロ ン バ ス 
(欧州 実験 棟 ) 


いっ ke りつ G 結 所 おり 尋 で SS ら つの 事 
っ 36 上 柱 @ 骨 朋 ぐつ っ 所 引 は 
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[ドラ ゴン | な ど は ハー モニ ー の 地球 側 【 

クウ ィ リ ティ ー」 (第 3 結合 部 ) が 、 右 乱 側 


画像 :JAXA/NASA 


モ 
宅 


( 
( 


As 


(基本 機能 モジ ュー リ ) 


ティ 


エエ 


(第 1 結合 部 ) 


* ス ティ 
(米国 実験 棟 


デ 


し た 実験 が 行わ れ 、「 船 外 実験 プラ ッ 


日 本 初 の 有人 宇宙 施設 「 き ぼう ] 
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主任 開発 員 


NUKUI Tomoyuki 


買 井 智之 


同 セン ター 


地球 観測 研究 セン ター 


FUKUDA Toru 
セン ター 長 


福田 徹 


食 傾向 が 見 られ る 


殆 


陸 域 観測 技術 衛星 「[ だ いち ] の PALSAHR 画 像 か ら 抽出 
し た スリ ラン カ 西 海岸 の カル ビ ティ ヤ 周 辺 の 海岸 線 位置 


の 比較 。 土 砂 の 堆積 域 の 北側 で f 


の 2009 年 11 月 (上 ) と 2010 年 9 月 ( 下 ) 


の 標準 降雨 指数 。2009 年 は エル ニー ニョ の 影響 を 受 
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熱帯 降雨 観測 衛星 「TRMM」 が 観測 し た イン ド ネ シア 
け 、 雨 が 降ら な い 地 域 (赤色 部 分 ) が 多く な っ て いる 。 


の ジャ ワ 


2010 年 は ラニ ー ニ ャ の 影響 を 受け 、 全域 で 雨 が 降っ 


て いる 。 (水色 部 分 ) 


紀 . フ 
午後 3 時 37 分 ご ろ 大 気 圏 に 再 突入 、 不 用 品 を 
燃焼 焼却 


加 1I 呈 
午前 1 時 20 分 、ISS の ロボ ッ ト ア ー ム か ら 放 出 。 
大 気 圏 へ 


l 二 上 に 際 雪 直 ス テー ショ ン (ISS) に 
員 け た [こう の と り ] 
串 9 月 7 日 m 大 気 圏 に 
7 した 。09 年 の 
1 年 半 に 1 度 


午前 3 時 38 分 、ISS に 結合 し 与 圧 部 の ハッ チ 
オー プン 。 荷物 を 運び 出し 、 不 用 品 を 運び 込む 


や 食料 品 を 
は じ め 、「 き ぼう | 日 本 実験 梗 か ら 放出 
する 超 小型 衛星 4 基 、 再 突入 デー タ 場 
収集 装置 「i-Ball] 、、 ポ ー タ ブル 冷凍 ・ 
冷蔵 庫 な ど 約 5.4 ト ン を 届け た 後 、ISS 


の ゴミ や アメ リカ の 実験 装置 (廃棄 。。/。 
2 品 ) な ど 約 1.9 ト ン を 積み 込み 、 大 気 圏 半 
紀 ) 四 名 で 燃焼 廃棄 し た 。 


前 田 真紀 リー ド フ ライ ト ダ イレ クタ ー 
は 、「 現 在 ば は 片道 切符 だ が 実験 の 成 
果物 な ど を 少し で も 持っ で 帰る こと が 


ISS に 近づく 「 こ う の と り 」 を 出迎え る クル ー。 
午後 8 時 22 分 、ISS ロ ボッ ト ア ー ム で 把持 


口 413. 刀 . ろ で きた らい いと 思う ] と 今後 の 抱負 を 
午前 4 時 48 分 、 種 子 島 宇宙 セン ター か ら H-TB 述べ た 。 
間 「 リ ISS の 下方 か ら 安全 に 近づく ドッ キ 


ング 方 式 が 米国 宇宙 船 に 採用 され る 
な ど 、 高 い 技術 と 安定 し た 運用 で 世界 
が 認め る 存在 と な っ た 「 こ う の と り ] 。 
軌道 上 の 物資 を 回 収 する 往還 機 や 、 
有人 宇宙 船 に つなが る 技術 開発 も 視 
野 に 、 今 後 も 着実 な 運用 を 続け て いく 。 


画像 :JAXA/NASA 1 ロ 


画 角 量 周 諾 上 N ド ーI ト (一 上 マ CC) 
S 量 則 N 牙 所 皿 GS3 器 似 表 宮 
公 戦 し * 量 誠 名 下 回 生 NG 著 國 ロ O 
っ じ し 興 編 つ * 画 態 弄 表 Mw 図 P レ っ ン 
墨 散 し も ? QG ら の ト 結 ロ ー ロ OO 〇 
( 居 正 箇 誰 己 下 shG 閥 世 配 こ v ミ ) 
G 忙 き 氷 品 由 和 ド 公 間 陣 や で 刀 G 
也 記 し ロコ (て マ へ 量 央 下地 度 
似 二 ) STK ト りく ・ ベ ペー ロ 稚 ふ 湯 
則 四 親 野 路 ( 害 並 ) G 盟 串 oO 公 
お けら 結 詳 装 で 7 陣 電 席 R 較 
6 請 思 琶 想 公 稚 評 つじ っ s? 
周 GS 豆 諾 似 疫 配属 SG 回 @ 量 
周 曽 析 鶴 村 NOSR 誠 刀 玖 で 7 人 S 
te 据 演 じき 鈴 車 臣 計 ロ jpSNO で や 
じゃ 公 ” 男 間 観 N 忍 下 鐘 上 括 多 
SG 條 ) こ 0 妨 想 國民 表 G 妨 
SS 台 臣 つ し っ 公 ン レ ゼ っ 
6 や” Nu っ 心 諸 瑞 9 一 上 マビ っ) 
っ 心 明史 @ 革 し じ 閉 礼 つ * 貴 療 号 S 
球 尺 刀 半 会 し っ kJim 和 うつ し っ 


@ 叶 o 臣 ロ PKNN し IE で で ポール 
マト と し 7 っ つ ママ 日 旬 尾 
苑 G 革 加 屋 抗 曲 政 会 冗 紙 路 唱 晃 
で つつ? ニー ヒマ mr 届 咽 〇 し 詳 密 豆 
囲 鱗 寺 民間 周 つ ^ NG 展 明 選 
妨 ロ 虹 半 レレ っ ン つ さぶ て G 器 
ご時世 tJ 還 た つつ Hi 

切 wo : 地 配 屋 水 ( 之 還 ハエ ー ト ユ K つ ) 


押韻 品 拓 昧 圭 里 つ 
RG 諸 昭 夫 衣 


ーー ロビ で GT の 宮 駿 各 33 ) 
ae つや 人 

甘 幅 思 :c52 コ OO ( 固 朋 出 刻 
量 央 庄 下 ) ぐつ m 守 青天 選 党 り 宮 
ゃ so 尋 つ っ so 悪人 SGys つ お 
公 ′ 許 包 砂 了 全 早 ぶ で 思 熱 
m ロ ヒマ の や ら ゃ S" 

ーー 貴 竹 品 り SGT 愉 SS 和則 福 S つ 
っ neQS ウ つや 心 全 “ 

革 回 ロロ マ 放 篤 昭 ny/ 和 AA 
3 人 所 時 G 計 度 包 HyZdh ト ペー 


つい 下り ⑳ り 臣 つ し"[ 握 若 
所 恥 G 寂 赴 」 「 壮 天 」 | 記 細 衣 
委 ] SG 尿 箇 り "ロロ ゴロ 呈 器 
守 政 り 示 筐 2%< 丸 諾 黙 其 罰 ぶ G 近 
但 つ 貴 療 宮 祥 度 包 到 RG 紀 太り 
いっ 2 い 凌 紀 週 信 りら っ ぷ が セ ” が 妹 
ロロ で 鹿本) っ で て 填 吐 号 
器 破 GS 邊 公 下 aeeo6 龍 想 
理 つ "ロロ マ G 理 編 ロ いっ 2 に 弥 で 
KR へ Am いつ っ か 6 

ーー ロビ マリ 家 つり の ゴマ 
32620QG-s の 旧記 選 望 ぐら 2 みい つつ 
の っ 6 人 

革 回 ーママ ポロ ロマ の 休 詳 閉 
% 炉 材 員 SQ ら ーー 和 ビ ロロ ヒマ 
放り 革 頭 つら sm" WS ペ 束 ” 錠 
中 G ロ を 赴 繕 中 和志 ゴマ の ゴマ 
2)- の SS 民 外 KA で "3 二 会 
C55 会 お SG ロマ 回 趣 豆 ・ 
軽 富 訪 堂 引 凍 喘 富 換言 つか 
26 つつ” が 8 着 叶 宣 8 の で で 公 
モネ KK つつ の 人 KAN 選 G ま ッ ヘー%NU 
Ii 喚 り の 昔 つつ" 選 R 較 人 で の SHG 維 


表 赴 @ 絢 陰 季 社 つ お ね この 近 
っ 6 和 m) が 68 下 挫 避 所 相 G 環 趣 許 
祭 を 衣 宗 理 RG 革 つり さめ 送 貞 
のち se) で 選 握 剤 G 計 
HPS ぶら に MMGY ミ ScJ8 だ FN 
補 二 つり っ が セ " 
ーー ロビ ヒマ ピ の G 度 昧 瑞 羽 ロ いく 
らい m マ で 攻 その つい 貴 考 天 宮 突 記 人 
つい っ が 6 や 全 e・ 
革 回 >oxo で ゆら セ " 握 國 G 民 革 
5 避 つ っ 較 組 演 壮 @ 着 中 じゃ ゃ XS 
Se" 汐 胡 品 ど ロロ 呈 コ 6G 表 中 
美和 弓 ・ 茶 技 親 呈 躍 功 し XS 
で ちら 全員 臣 り 所 牙 6 操 
話 昧 塵 店 宮寺 公 回 2G 回 ぶ と 中 
慰 史 揚 似 つて eo 諾 玩 半 G 医 思 
尼 ぶ 葵 揚 り 迫 GStoxo ぐ の" 
室 '28 密 細 胃 挫 G 度 3 ーー マ 
で の 3 の 且つ の 88 っ) で SD いつ ルリ 
SQG の 全品 ゴ 記 や G 球 
R 全 避 妹 の で お りつ 和紀 人 4 ロマ 
愉 で の xp 話 昧 銘 閉 史 者 生じ っ が 
ャ ) 窟 揚 拓 英 ロ G⑯ 〇 〇 6G 甘 


ブラ ジル 


@ カナ ダ 
@ アメ リカ 


INTERNATIONAL FORUM 
foR AVIATION RESEARCH 


IFAR 加 盟 国 
(24 カ 国 ) 
し リッ //:】 


4 


日 本 
韓国 


@ ロン ア 
@ 中 国 


9 インド 


占 G 填 玲 @⑳S ロ ー<S ぷ 朋 園 G 閉 基 宗 吐い 茶 組 り 電 引 計 所 層 前 め 主 嗣 和 愛 で セ 選 人 S り NG 忌 康 り 弧 
放つ お 騰 編 を 諾 人 用 富 め 赴 oc" 囲 つつ CS で 相田 表 G 筑 案 公 天 で 9 
還 記 皿 較 朋 落 区 朗 黙 孝 所 Ko っ 全 回 GPKNEG ま の ター の で ーー の つつ の っ s 生 "GS 補 移 
李 = w つ ゆい ' 人 完 肖 豆 D3 ロロ O マ の OS 較 で 定 磐 辺り 宗 財 つね で ちら 胃 英 称 相 C に 公共 舞 Pon 設 午 0 
一 > ト 
選 ミ 路 AG 着 号 り 昌 HG 職 虹 政和 ve 編 全 マ 婁 そつ つと ゃ りあ 甘 2 ne 全 め ロロ ロゴ 刻 ら 球 つい 直球 と 1 
幅 S の 地 を 勅 WAAEy JO 4 人 323)G ロロ 凸 で 思 倒 地表 AA すき 史 路 基 っ nenouokrny JJ の 著 る の 扉 - 3 lrL 
革 用 前 泉 で 借財 天明 っ お 坦 め > 民 り 応 雪 つい 7 所 共 G 揚 着 汗 ロコ さ 〇 乙 回 マ 富 : 宮 〇 RS| 昌 SN 
NRKIN|< 
@ 日 
ul し. 
人 @ 


3p039 取 斉 ・ 下 頓 じ * 皮 加 隔 つ っ 旦 還 衣 *W 町 沖 つ し 


@ ト ルコ 
イタ リア 


民 


オー スト リア 


剛 慈 最 財 度 也 NR 一 IN3G 


スペ イン @ 


躍 そ さ ハ ん 


ーママ で SSDTno ト 一 生生 
か 尼 入 二 守 「 季 彫 G 度 然 英 外 を 
ペー ネー” 素 着 祥 SOzo 約 評 つ ね 中 ー 
AATNRA ヘ へ ロロ 〇 ' ゆ 臣 避 
ee 大 短 写 祥 球 臣 詩 講 いっ 
PG 押 福 称 相 己 つ りや m" Gt 
YNSNNYESYSN で で を :C2t だ さり 
GS 吉 紀 り co ペー ドー を 本 鑑 宮 2Oxo 

OS 写 和 eyQ 志 園 証 @ 技 鑑 地 堺 王 
d 紅 や っ 丸 末 交 寺下 度 似 人 り 堂 が 
中 倒 さ ン "GS 訟 6 時 で 


ッ ト は 、 


加 


年 の IFAR サ 


暗 8 月 24ー28 日 ( 


次 議 22 カ 国 の IFAR 加 盟 機 関 
か ら 37 名 が 参 


KID 


Sn の 3 っ で で 団 祥 G 揚 言 
K ト ー へ ドミ 人 気 一 PO で >o 葵 間 拓 
洲 QStQ り つの 旬 の っ" 

v 守 人 で 揚 電 股 3S 和 NN ロー くさ Ax の 
GS めで の 全 園 人 ち の 王 誠 拘 囲 
9 編 思 つ りゃ 過 選 会 人 移 eS” AH 
GS 示 4S 丸 人 る り ” 静 引 宮 完 里 避 公 
で 岡 普 選 北 紀 つつ の ひつ っ 心 の っ ) 
ピ 斉 誠 融 部 居り "いっ P>p ド トー 
へ SN ミー 人 ト 居 曜 杏 つつ 心 つ つい 8 
c” 條 失 ロ 呈 プ 記 つ つい し 懇 福 詩 
人 Sve 忠 但 ちゃ "ーママ 5 の G 届 
軸 PG 対 COD2 い し 全 選 で 
の マ っ つ 未 下 諾 包 写 お 丸 表 回 似 
講 ぬ 末 信 っ s 本 公 うめ ロロ 必 
を の 己 器 記 で 20so 4 穫 信 お >50) 
は 2 ロロ ヒマ G 揚 紀 ぶ べら に 人 
つ 間 Qp2 還 ) つる で GS 更 温 
会 20 ぐ り 持 全 v つっ 心 毅 営め 葵 狂 
り い 肝 つ っ 下さ ら セ S" 
ーー ロマ 史 つ いい つら で マ 
GS 中 祝 全 的 ぐり ロー く ミ ロウ っ 
》onun や oe 
革 幅 移 る Syn つつ 所 2 つの 昭 っ" 
as の yom っ GS 全 の 過 賠 つの 
の 据 嘱 競 問 め つ " 選 門 さ で 半切 唐 
op つり っ が お っ つの 昭 2 が 6 屋 ) ロ 
で @G 身 望 さ いら 選 oto 志 固定 
球 む ロ き 密 物 胃 課 ぐつ の ロ 移 岡 G 
ペー ポー 九 杯 首 叶 名 家 つ いり 札 
史 醒 < ン >>oGxoS sem ぐ の の 守 が 6 
いで い 計 全会 び 妃 如 革 ペー ペー 


Soap 近 お 守 茹 臣 史 思い の うつ 公 
ら が sm” 6 加療 G 環 央 牙 葬 < 
凌 )Gm ロ ロマ で SG 因 能 富 だ 医 時 
ぐ 得 紀 さ やり 昭 ご うり つい" ペー ボー 人 祥 
所 只 り ヨ し 2 ン 康 つ 2 へ ASS さ DA 
no つっ っ の SS" An っ い 計 者 史 尻 
を うっ 038 葵 間 り 押し ー マ 愉 
で G 就 宏 G ぐ つい WP>oMS Ss 和 人 で 


押 枝 械 し " ズ 學 析 じ 
EMEA お:TNIEN 


り 愛 が 比例 約 褒 つう で 叫 
作 一 HAN ロジ. で の いり 選 ゴ の 
GA へ 皿 全 比 現 つい 王 回 民 
押 倒 選 艇 中 り Xeeo で ちら や 介 / 
刻 コ ロマ WSDoA6SR 需 豆 お つ 
いっ か 計っ っ Je つっ 人 公 

革 螺 
年 葉 NN の 率 で で や の SG 
PS で 3 で SS っ つの 隔 い ひら っ が 
209620966 諾 祭 可 剖 史 選 びり っ se 
罰 骨 ぐ 下 ぶ ぶら ゃ 会 握 剤 G 隊 
祝 時 加 の 5 宮 @ 癖 引 宮 宮 材 正信 
で 下線 豆 組 叫 所 つく Lexo の 
曜 報 め 思 下 つ りく ン と を あの" 嘱 
宰 如 下記 5 揚 天 つっ いひ G286 多 
36 付 朗 つ 2 必 班 案 天 球 生 で っ ン 
忠臣 飲 つ 昭 2 っ 本) コ の に ご 母 り 
へ と へ 先代.HA て 6 限 滞 りら 喜 つ ぶ が 守 
ー マ へ SN に ざい に 公 家計 つい 揚 計 
浴 ぐ 班 語 公 弓 剖 現さ で 収 詳 
り 晶 敵 選 や so tn ひ DAR6O? 忠 遇 
る コ 〇 〇 (ローfHK 和 キキ トト ) 
* で いり 振 期間 玩 めで 人 地 ン SO っ 
ntQ” 記 全 0 的 で で 守 全 
8 の つら ゃ "SRHGWSDNK で 史 ン と 
K ト で SS り 所 る KG 0 愉 福 放 や 


いっ うい 明 選 つ っ いひ G3^ 


人 ヨウ ロン we つき 愉 ” 完 557 
所 作 正 諸 全 2 で SO で eo-6knA" 
vn いっ 心 招 つっ DKNYG 蛋 人 7 
り 守 人 SS 揚 寺 環 村 8 時" り 2 ン ら 
いら ゃ "のり 愉 2 で 居 寺 時 SO お 肖 
界 杜 を 否 宰 の 2 へ SS ペン リ つ 叙 
し 守っ 肝 遇 り 倒さ 8 回 っ 朱 
軒 号 回 ら 球 尽 つ 和 もい 嘩 天 つ り 
っ ン S 隙 倒 代 Ke AG 規 称 震 の ロン 
ao っ っ J 還 いらっ が 6 本" 
いつ 理 編 人 べ 天 抱 鶴 つ 
っ “正信 で の 六 撤 GPS さっ の 
つや 心 似 * 

革 虹 王寺 克 G 革 寺 や HOxo" 
と 固 肖 落 蛋 族 公 箱 咽 AS 
いっ ぷ 和 "AMy 心 っ 心 革 ら ” 反っ 間食 
さぶ 者 牙 G べ お 3Q の 鬼 思 和 や yoG 葵 
症 り 者 栄 守り Sv 公知 
送 の SOP っ 6 本" の セ 全 の 
ロロ で GeOS 固 論 品 松 肛 
い "” 針 刑 尽 S 拒 っ べく @ 選 舎 の 選 
くっ か 8 っ っ 還っ 6 
ーー マビ で く 革 ぐ 反っ 話 昧 地 己 
っ so” 坦 款 の つ 志 を 選 摘 G 強 
計る つい ゃ 半 郊 りゃ 8" 

革 租 刻 包 入 の 2nG 和 820xo 半 
症 り 導 守 中 生 ダ ー へ mA EC 中 
超 や つい 2co で ちら ゃ 人 WS 由 押 
公 握 映ら 航 人 る で Sho 6 人 の ASsG 
3267 抽 っ SQ 公 で 盾 共 G べ 丸和 の 
羽 坦 つい" 條 を びり っ 6 朗 昧 公記 信 
で 下 Sn っ nx の GSG 全員 頁 ye 
りつ 公 六 元 りゃ "An っ うつ 所 
編 つ 丸 計 時 坦 編 り 屋 思 ぐら きつ 
っ っ ES いら っ ve ぐ SG ゆ の 把 っ べ G 男 綱 
中 叶 里 府 G 甘 4《 史 軍 を つり っ か 
っ っ つ 昭 っ ye 


に 
(一 


議長 ( 


お いて 重 
員 
協力 し て いく 


N 計 


研究 ( 


に 


レス 
に 


議長 と し て 、 


避 


ッ ト の 素晴らし い ホ スト で も 


さ 
さこ 
で 


Jaiwon Shin 
た JAXA と と も ( 


IFAR の 新しい 


パー トナ ー で す 。 JAXA は 、IFAR 設 立 時 
就任 され 


か ら 最 も 積極 的 に 活動 し て きた 組織 の 1 
つ で あり 、 昨 年 名 古屋 で 開催 され た 第 3 
要 な 役割 を 担う IFAR が 成功 を 収め る よ 


回 IFAR サ 

あり まし た 。 世界 の 航 
うく 

と を 楽し み に し て いま す 。 


環 


増え た 現在 、 


に コ 
に コ 


( 


NASA と JAXA は これ まで も 複数 の 
義 な 協力 活動 を 進め て きた 親密 な 


に ーー 
宮 


重要 な 場 と し て 位置 付け られ て いま す 。 


IFAR の 加盟 機関 が 24( 
境 、 騒 音 、 代 替 燃 料 、 航 空 交 通 管制 な ど 


の 分 野 で の 多国 間 研 究 協力 の 実現 だ と 


戦略 的 多国 間 連 携 の 推進 に お ける 最も 
考 ZI く いま 918 


IFAR が 目指 すべ き 次 の ステ ッ プ は 、 


ーー」 


2 


成果 を も た ら 6 す た め ! 
シッ プ に 期待 


に コ 
に コ 


究 ! 


ダ 


ャ ーー 


議長 に 就任 され た 


田 
コー る イー の 5 


な 研究 アジ ェ ン ダ を 優先 的 に 着手 すべ き 


さ 
さこ 
な 


AXA が 国際 航空 研究 フォ ー ラ ム 
(IFAR) の 


各国 の 公 的 航空 研究 機関 の トッ プ ら 
が 有意 義 な 意見 交換 を 行え る プラ ッ ト フ 


と を 非 常 に うれ し く 思 いま す 。 IFAR は 、 


ォ ー ム と し て 他 に 類 の な い 組 織 で あり 、 
NASA に お いて も 航空 研究 開発 分 野 の 有 


世界 の 航空 
JANA の リー 
世界 の 航空 コ 

の 


MG) 


財 凶 ・ 穫 束 販 邊 じ 8 in vitro、“ 
ヾ in vivo、) っ 届 由 押 じ 爺 氏 瞬 襲 
EE まさ いよ 
vitro せ 誤 組 角 vivo8 直 療 団 思 
9 桶 普 NeINI ト A 中 団員 還 じゃ 
Yin silico、 の っ 心 層 嘱 一 一 斗 環 
導 家 朗 G へ へ TA 公署 つ 「 記 血 
穴 . へ AH ヘー.AmA」 和 所 肖 Ne 一 
Jp6 ン 尋 で SO? jp つ 革 胃 * 仁 爺 
負 公 ^in cosmo、 う 店 3 で ho 
53J 親 で 握 SN6JsNet6Q07NG 
か こよ 0 トト が そこ いこ To で こ ) 
諾 似 鶴 人 [Win」m 必 克 鑑 明 
信人 Q 直 6 下 人 し っ he" 

愉 貼 擬 環 虹 想 G 喘 握 加 し 四 樹 
it@ 訳 舞 * 固 穴 呈 SS 宮 細 玖 避 臣 
つい @ 凡 環 克 仁 G 舞 的 本 0D し ゃ 
CFM 

臣 *Q 財 : 環 恨 補 ( 証 沖 環 寺 IN でぶ ー) 


へ ハト い ミ H ハ S 必 で さく 
罰 心 誠 客 


ーー 一 尼 直 そ ANSHA 后 到 で KK っ ) 
蜜 O っ newwn ら SS" 

を か ンス っ se260 NoensS 6" 
id: 昌 bedIIIEC く た 、 お すく きこ 3 ささ | 
療 艇 班 め 密 で 公 ロキ ャ ce 艇 尊 直 票 
"て へ NSH へ 生か や SKG 和 へ べく へ 
痢 公 叫 時 G 諾 貸 ト ーYG 1 0 ら ゃ " 
ーー 一 会 守 天 2 直人 る の 会 c・ 

示 や で SRK 公 肝心 | 戸 束 ] 区 
記 セ et@ つ へ い 6 つ つ 7 ANyx の 
nusoe へ NSH 和牛 か で SK26 0 SG 
いま で さゆ の 投球 め 吾 ポ つ が セ " 
ご 伺 判 圭 亜 ぐ 押 必 り ン で Ow7 

ぐ 案 思 @ 漬 隔 : ぐ " 


2) (1 


の so 払 けり Sm り 367 KK へ KN 部 
会 咽 SS ら じゃ "NG 人 3 
構 舞 GR 凍 らい 軍人 さち で 5 
66 年 で つ 史明 つ り 押 角 
り 下 xevo 衝 り や *Q り Do 宮 ぐ 周 語 
公 公 公選 6 生 "904 で 人 To267 か で ミ 
KS 商 GAAS 小雪 球 で 
*QAK へ SN 部 ぐ 負 民 交 回 会 元 公 ご い 
2sG 公 東 ち veGso 装 付 ら じゃ "Av 
で 全会 きっ つつ) 愛さ G 出 彼 公 
社 が ec っ” ky)PsoNN ン GS 編 選 毅 
葵 つつ お 

ーー 他人 RG 坦 喧 ら 7 
を 所 代 お の まさ ペー ゴ の 吉里 会 坪 
2G 倒 親 弓 大 りゃ ” 斉 玉 人 
G ホ ー323 拝 早 yo 本 ye 愛 が つべ 
ー 一 著 ぶ < 丸 [ 昌 嘘 」 会 で " 毅 計 
KOKSX く JE 

を 思 倒 度 包 つり mwGS7 
っ Ps 細っ 囚 札 ター さ 基 り 
ピ 遺 で 逐 冒 悪 和 会 全 
で りら 閉 答 艇 遇 詳 xo 羽 瓦 
ゆら ゃ " 


員 紀 尿 で eo ロ 湯 守 称 軸 


へ 8 き 擬 Q 
さ ゃ ま 財 っ / 
9 判 所 加入 明 和 完 a 
ー 秋 や 
疫 介 る ま 放 ニ e 還 ゃ 
m 症 まる SSK 虹 で 
GM 六 党 と の も さ 知 誤 
品 。 で Gy や て 華 軸 
呈 虹 は 湯 S し や G ミ 
ea 還 隅 固 呈 殆 拳 く 
下 革 WS@S と ゆき 固 @ 
GMO 度 届 層 じ 8 本 
OO SIN りこ も DS 
便り 
の 村人 K お で 倫 玩 和 S 折 


た 部 分 が PB1 の PA と 


の 


em 婁 型 所 Gm ヘ ハーKsM で に 避 課 び 


ざ 伺 判 ぬ 准 澤 つ い 淫 や 所 

ふ で SKK 押 回 ロー ぐつ 心 完 講 
卿 (KS へ ) 紀生 CD くい 土 型 り 
| て CO2」] で" 圭 型 人 る で 「 淫 や 皇 
つ ] ら セ K@ つかり の 選 和 下っ 6 
ゃ "の SG 所 固 票 痢 ぐ 麺 っ ら " か で SKK 
ーーー 円 選考 ゆめ Sー マ ざ 員 ら 
( 当 xo の ) 倒 地 井 つ 下 ss* 
ーー 一連 遇 G で の ロ 案 つっ wwNGS 
で SsK 公 箇 吐 つ " 鶴 へ へ 公 汰 
葬 - つ AteQG2^ nvG て 全 公 SO で SO で 
瓦 胡 人 で の ら ゃ " 
を 下 球 擦 Q%oSSto [KNS] を 
[AA 年 」 ( っ 守る の 声 嘩 S) 
nvG 和 A 国 地 生 vo 哲 定 とら" パン 
康 ン NK つ の ゃ 全 ) 丸和 守 表 e55 弄 
9 人 置 短 交 琵 CO ぶ で SKG 当 環 人 現 
SK0 う Jo つつ みい mA 
Ns 軍 方 長 倒 血 村 つ ね つくっ 心 器 地 
>53S 6 
ー 一 叶 寺 な 略 ASeNTN ロ ー い e・ 
を や で SK 公 [ 手 温 人 K] や 有 
の [ 導 志 で 守 トー や] 倒 放 時 
反 豆 ちゃ" の QG [性 マ で 朱 ペー 
や | 8 [mn ママ ] [mam コー]」 「amm 
Q| つっ noonOG 和 へ KK へ 部 全 久 
Sv で 全幅 つ ン 所 れつ いり 忌 人 る じ 
宮 肖 ネー ミ の つい 記 怒 生 *G り の っ) 倒 届 
全 P< っ 6 軌 玉 OS ホー さ 28vG 
「m マ 」 [mmm G" 揚 旬 逢 
GS 毅 型 や 賠 衝 当 人 SS で の 
ーー「 坦 電 赴 中 会 名 Q「 Son 
っ いこ っ の っ J 波 e・ 
評 坦 れ Ary や esoGA 中 で 
ちと セッ ン St” 京 @*o ぐ 6 
7 逝 下 め 農民 や 生 で 287 鈴 球 G 邊 
で へ S 史 思 り ke で ちら ゃ " 


1 尺 ヽ G+6kn い ASo・ 
を 臣 半 せ 麺 xs" 下 -wetoG5 
ら 2 と 想 GK ペ ー へ らら セ つ 7 
nvG く ペー へ 全 〇 北 将 盤 親 公 環 交 握 
計 必 So で や ro っ >pHKs 全 
の っ AN っ らら セ " 
ーー 手先 貫 培 SN ポーA・NRN 
ーー ホー 九 暴 換 G の mmーー ロ ooo2 
寺 除 ロ 絶 *q 涯 志 志 間 本 公 人 Ss" 
在 提 貴 池 い vGu 一 語っ 
eo っ っ 電 只 Bee* の) 
G 細 AO 本 っ ye 生地 舞 ら 5" 司 
の SYS4dF 公 Pu 
s ゃ Q 全 の つ で っ 
つ ′ 悦 志 や 忠 


HI COSIIIO 


も た ら す 


き ぼ う 」 が 
木 来 


1 J 。 az へ J 箱 【】 

SS 信友 章 。 

mt mm 有 そ 了 S 

na 正 国 R 内 

でき 呈 さき ご 屋 

池 や 時 で や ヤ や 

ga ま GY 1 前 。 e 

電電 環 % い や s 

SG 問 で さっ ロ 
人 @ 
ト 】 
@ 


ーー パン 世 震 沙 ぐ 〇 愛 の つっ の 玉 
先 つ N 和 定信 G の の OO 倒 安 os 
ゃ "の ON 人 ベー の 全 (つて へ や 


を 押 隆 GNK ユ リロ yoG35 選 近 
人 nxSse 穴 控 ベ ーーG 過 雷 ら セ 
公 / 皇 剖 是 -JxeeeG2 諾 お 3 休 で 
な 刀 擬 悪 ] し じゃ” つ 全 22 の)G [本 
志 で ネー ベト ー や | ダコ ママ 環 ぐ 
ぶ で KGT で の の が で 8 ン の 
Ao" 

ーー 入り 6 で 生 要 ンー 球 賠 6 
壮 や で ASK 魚 公 寺 eSKG 全 やつ 守 守 


の 


ーー へ XN 範 G 毅 刺 導 衝 当 る y 
ロ 367 sn つい 由 早 会 e・ 

を が 征 表 県 つ AGK へ くく へ へ 凡 G 
[ 揚 忠 | 全 へ Q 邪 じゃ" 

坦 哨 の 軍 ン の が 生 昧 2 
洋 記 票 ぬ 昭久 信和 全 「 SS へ 
邊 Q の SS 還 SS 二 圧 中 由 * つ の 揚 員 
DA で の で 

を 揚 貴 会 裳 曳 や vo 肖 直 史 下 セ 
G 公 葵 揚 り 識 つ 2 っ ら セ "KN 画 和 
天 志 起 G 悪 角 を 絡 電 Ga 中 SO 
65096DKAep 援 選 つ か が" の 
り 3 屯 語 の 性 宝 2 の 全 全 as 層 ” 記 叙 
錠 和 HG で GS 中 邊 つつ お 倒 7 條 
8 連 ご つら っ 上 直 G 事 信 皮 
Noe 示 っ で り 拓 や yo キー 篤 避 
握 で P っ pun つ 表 終 称 穴 條 
所 宮下 理 や ネー>o 人 Ss 
ーー 会 ン 吾 史 IOe・ 


下 粗 中 球 RR っ mu38 守 十 選 " 


で で め 提 貴 で >6 で の か ン >6 い 
っ 本 還 G 基 っ 坦 咽 倒 察 症 り ye 
Non つつ 8 麗 っ 坦 史 Mn 円 
党 り 弟 弄 会 人 る ce 

ーー 一 郷 り の Lt ロコ 50 一 の Gt もい 5 
擦 軸 ぶつ 2 選 京 宗 理 議 ぐ 愉 壁 コ ー 
篤志 tQ 会 < で JA 6 下っ 下 貴 約 
移 Sce 据 送 会 See 

計 人 SS が セ 人 Se" >p で JI 
sv28/ | 展 1 GtnASSK 一 ベーHA へ uH 
ー 公 聞 toGsoT op やり っ XX つ ネ 
て ゆら ゃ " 

ーー KKHA っ o 突 中 り SStoo-・ 

放 北 給 毅 更 会 虫 全て 590 で 9 
記 赴 G 京 思 恨 還 と 2S 守 も 慰 ぐ 
付 一 ペーK-J セ 人 生 へ 私 の や やり” 亜 
利 -Jxee 避 彼 称 思 めで ちら セ 
全 で 門 表 共 押 当 烈 っ 58602 
ーー xte2932J” me 公 層 SD 広 
臣 信 入ら っ 選定 遇 倒 " 隷 品 を 講 普 
政 ら Seosexo” 宮 擦 NIAHNー ロ 
っ 26 人 K 公 いみ oe 本 " 

を wm の ゃ "8 多 1 Ay7H ペ 一 
AmS 宏 環 和 めで 8 0 y 胞 SG 絶 
58 ヨ veo の を SS の xpnv 宮 全幅 つ 
っ 全 2n28 宮 証 遇 じ ゃ "人 会 で JA 
斑 っ 蝶 表 倒 本 遇 玉 で ぐら セ " 中 壁 習 
倒 芝 史 ぐ いら ゃ " 

忍 宙 地 坦 美 る” 層 考 29 堆 
ン G 直 移 編 や 年” 編 英 会 翼 の ウン 
Neueo 坦 皿 全 全会 つ っ 心 宗 ぐ く <ー ジ を 
さ > の Ss 

を PASo つ psp” 折 電 抑 敵 や 
9 で 塊 中環 ・ 地 旧 民 給 的 四 加 セ 
GS" や り ン 撮 送 全身 *e)aJAS で の 
ゃ "つゆ り 字 二 元 張 人 業 轄 つけ 誤 
た 50 つの っ や 6 や で 一 還 福 つ 


"ーー 還 窒 球 セ Ko 人 ひ 守 放 で HK 


ー ヽ 


レコ 
し 


宙 実 験 で 得 ら れ た 結晶 ( 左 ) と 、 地 上 で 
得 られ た 結晶 ( 右 ) の タン パク 質 結 晶 

強度 の X 線 を 当て て 得 ら れ た 回 折 像 ( 下 
段 )。2 つ を 比較 する と 、 宇宙 で の 結晶 の 


タン パク 質 の 構造 を つか め 
ほう が 黒い 点 の 数 が 多く 点 像 も 鮮明 。 構 
造 解析 に 必要 な 情報 を より 多く 含ん で お 


宇宙 実験 で より 正確 ( 


宇 
高 


地上 で 得 ら れ た 結晶 


宇宙 で 得 ら れ た 結晶 


世 埋 つき っ つづ" 選 還 志和 の 還 求 
局 つ Po の" 一 置 鶴 奉 や で 先 仙 GO 
還 り >o 季 所 明 倒 人 SOUAGNo" 
ー 一 下 鶴 2Wm 押 り ゃ " 

を っ や で りつ > 選択 を KKH 
へ つり 地 電 元 庄 細 倒 で ロ 昭 
se 半 8 で いり” 選 味 6 人 スコ) 
mー ロ SQ] 測 @ 較 と つり 藤 人 と で 
っ こら ゃ "2 で GS 届 包 ぐ 型 席 王 四 公 
半 理 つき っ つつ 誕 親 光紀 りら 半 % 宮 っ 
棚 軍 ぶつ 2 のり っ” 凸 交 革 誠 折 余 
中 を AA 人 Aoso 賠 じゃ "kun 人 SS 札 
で し つく 「 拓 緊 会 絆 ゴ ピ " 鞍 着 幸 
つつ ゆい 凸 導 り 肖 計っ の SS で 香 全 陣 
呈 層 会 欄 ン とり) 人 全 0 っ ね で の 愉 包 


時 As つ す お? 


の oO 一宮 世 講 KJ 「K く で 
へ 全 」6 表 堪 選 8 民 十 喘 賠 の っ 
で Ste 舞 球 虹 旨 で RS? 型 画 G 
総 准 由 語 公 問 つ 全 っ 世 * 判 
上 くべ ロ GO 乱 公 補 束 つ ^t(0O 〇 OO 
民 ス ミー 会 情 つつ 刀 の 由 で で hG? 
ズ 騒 己 表 も Io@ ホ ネー:ANG 表 や 公 
QMS [回 半 貴人 RG 悪 飲 」S 齋 
G 光 回 SO 丸 会 やつ で さっ" 

腸 由 凡 囚 閉め 刀 ン " 堪 医療 会 で 
ミ さく し SIGTJ っ JON 選 人 し っ S 公 
Q 親 上 全 Q 当 く で 8 ズ 騒 @ 屯 O 
「 前 路 」 せ 絶 刻 細 ボロ SO 回 
KS 半 赤 求 糧 詳 "KSTA へ 7 やつ し 
凡 連 鎧 贅 " か マミ KG 「 哲 堅 O 
ト J」 臣 Yosto 誠 李 直上 二 p 舞 
震 せ WW し We 丸 ? 話 癌 隊 き Mn? 
「 と AN ミ H へ 中 せ K 放 咽 (の 00 〇 
弓 所 時 忠 悪 酸 路 公 政 護 個 岬 や 
つ 妨 ) Gt 避 班 恨 思 wte 索 葉 ロ 
SNG@ 公 つつ で や ペーー」 


ぷ 6 時 い O 
公 聞 
1 ト 
ロ 尽 , 

tJ AMJ 9 
KK 重心 宮 
Fw 環 人 
AS Q 
のり 前 
G ] 明 製 
pn 
也 と で で 
間 人 に 避 さき 
邊 さも と 
さ 民 司 へ 


デミ ー 


三 用 


横浜 市 立 大 学 大 学院 生命 医科 学研 究 科 
朴 [革新 的 イン フル エン ザウ イル ス 創 薬 ] プロ ジェ クト 
プロ ジェ クト リー ダー 


構造 創 薬科 学研 究 室 教授 
公益 財団 法人 神奈 川 科 学 技術 アカ 


朴 
mm 加 Sam-Yong Park 


l 
ご 


ル し デ 


I 


「 君 が 作る 宇宙 ミッ ショ ン 」 (略称 : き みっ し ょ ん ) は 、 
JAXA の 宇宙 科学 研究 所 と 宇宙 教育 セン ター が 主催 する 、 
高校 生 向け の 合宿 型 体験 学習 プロ グラ ム で す 。 夏休み を 利 
用 し て 全国 か ら 集まっ た 高校 生 た ち が 、 4 泊 5 日 で JAXA 相 
模 原 キャ ン パ ス に 合宿 し 、 数 人 か ら な る 班 を 組ん で 自分 た 
ちの 宇宙 ミッ ショ ン を 作り 上 げ て いき ます 。 国立 天文 台 で 
も 1999 年 か ら 「 君 が 天文 学者 に な る 4 日 間 」 (略称 : 君 天 ) 
と いう 高校 生 向け 体験 プロ グラ ム を 実施 し て いま す が 、 そ 
れ を 宇宙 開発 分 野 に 展開 し た も の と いえ ます 。JAXA 統合 
前 の 宇宙 科学 研究 所 の 主催 で 第 1 回 を 2003 年 3 月 に 開催 
し 、 同 年 夏 に 2 回 目 を 実施 。 そ の 後 は 毎 夏 1 回 の 開催 を 続 
け 、 今 回 で 12 回 を 数 えま し た 。 

「 き みっ し ょ ん 」] で は 、 人 か ら 「 教 わる ] の で は な く 、 自ら の 
発想 を ベー ス に | 自ら 考え 、 自ら 決定 し 、 自ら 作業 する ] こと 
を モッ トー に し て いま す 。 こ れ は 研究 者 が 答え の な い 課 題 
に 挑戦 する [研究 活動 | その も の で も あり ます 。 ま た 、 班 で 
1 つの ミッ ショ ン を 作り 上 げ て いく た め の チ ー ム ワー ク も 大 
切 に し ます 。 こ れ も ま た プロ ジェ クト 遂行 に あたっ て 大 切な 
ご と ど で す 。 

献身 的 に アド バイ ザー 役 を 務め る の は 延べ に し て 高校 生 
の 倍 程度 の 数 の 大 学院 生 や 職 員 で す 。 高校 生 た ち に アド バ 
イス する こと で 自分 自身 の 研 鏡 も 積む の で す 。「 き みっ し ょ 
ん |]OB・OG の 連携 も 密 で 、 夏 に な る と 後輩 た ちの 発表 を 
聞き に 相模 原 に 戻っ て き て くれ ます 。 普段 は 遠く 離れ て 暮 ら 
す 同 じ 志 を 持つ 同 世代 が 、 近況 を 確か め 合 う 機 会 に ちな っ 
て いる の で す 。 

ミッ ショ ン の テー マ は 高校 生 た ち 自 身 が 選び ます 。 こ れ 
まで に 選ば れ た テー マ を 見 る と 、 宇宙 移住 と 未踏 領域 探査 
が 多く 、 宇宙 生命 探査 、 宇 宙 観 光 、 宇宙 農業 な ど が 続き ま 
す 。 最近 は 宇宙 発電 や デブ リ 回 収 も 増え て き て お り 、TV や 
マン ガ な ど 、 高 校生 の 接する 情報 源 や 世相 を 反映 し て いる 
よう で す 。 

4 班 に 分 か れ て 活動 し た 途中 経過 や 最終 成果 は 所 内 で 
の 発表 会 を 通じ て 報告 され 、JAXA 職 員 か ら 、 厳 し く 、 鐘 
く 、 そ れ で いて 教育 的 配慮 に 満ち た 質問 が 浴び せ か けら れ 
ます 。 そ の 様子 は イン ター ネッ ト で も 中 継 さ れ ま す 。 最近 は 
「 き みっ し ょ ん ] の 期間 終了 後に 成果 発表 する 機会 もち 増え て 
き て お り 、 春 休み 期間 中 に 開催 され る 日 本 天文 学会 の ジュ 
ニア セッ ショ ン な ど で 発 表 が 行わ れ て いま す 。 


希望 者 数 が 増え る 一 方 、 部 屋 や スタ ッ フ 数 の 関係 で 参加 

者 の 人 数 を 20 名 程度 に 絞ら な けれ ば な り ま せん 。 そこ で 、 
応募 者 に は 課題 に つい て 作文 を 書い て も らい 、 ス タッ フ が 
書類 選考 し て いま す 。 今回 の 課題 は 2 つ で 、① 近 年 、 太 陽 
系 外 に も 多く の 惑星 (系 外 惑 星 ) が 発見 され て いま す 。 も 
し 、 系 外 惑 星 に 生物 が いた 場合 、 ど の よう な 姿 や 形 、 特徴 
を 持つ と 考え られ ます か ? その よう に 考え た 根拠 を 、 棲 ん 
で いる 惑星 の 環境 と と も に 述べ て くだ さい 。 
(あな た は JAXA の 広報 担当 と し て 、 今 年 の 夏休み に 行う 
広報 の 企画 を 立て で なく て は な り ま せん 。JAXA の 活動 の うち 
何 を 伝え た いか と と も に 、 こ れ ま で の 広報 と 比べ 、 あ な た 
の アイ デア を 盛り 込ん だ 点 を 明確 に し 、 述 べ て くだ さい 。 

の どちら か を 選ぶ よう に な っ て いま し た 。 単に 勉強 が で 
きる だ け で は 回 答 に 匂 す る よう な 課題 で すか ら 、 選 ば れ た 
高校 生 た ち は 柔 軟 な 発想 の 持ち 主 に 違い あり ませ ん 。 

そし て いよ いよ 8 月 5 日 、 選抜 され た 高校 生 24 名 が 全国 
か ら 相 模 原 キャ ン パス に 集合 し まし た 。 学校 も 学年 も 異な 
る 初対面 の 彼ら の 合宿 生活 の 始ま り で す 。 

「 き みっ し ょ ん ] に 決め られ た カリ キュ ラム は 存在 し ませ 


で 

ンー 
ん 。 顔合わせ の ア イス ブレ ー キ ング か ら 、 さ ま ざ ま な 趣向 を 
凝ら し た 企画 が 続き ます 。 ブ レイ ンス トー ミン グ の 練習 と し 
て カレ ー 屋 さん の 新 メ ニュ ー を 考え て も ら っ た り 、 歓迎 会 で 
は 「 コ ピー 用 紙 を 使っ て より 高い ロケ ッ ト を 作れ 」] と いう 課 
題 に 取り 組ん で も ら っ た り 、 スタ ッ フ 側 の テー マ 設 定 の 自在 
さ に も 驚か され ます 。 

興味 に 応じ て 4 つの 班 に 分 か れ た 高校 生 た ち が 、 情 報 収 
集 と 議論 の 上 で 最終 的 に 選ん だ テー マ は 、① 微 小 (1 
10cm) デブ リ の 発見 ・ 回 収 衛星 、 ④② ア ル ゴ ン 注入 式 イン フ 
レー タブ ル 巨 大 球面 アン テ ナ 、 ③ 複 数 の ロー バー に よる 固 ・ 
液 サン プル リタ ー ン 、(④ 無 重量 状態 で の 炒め 物 調理 器 の 4 
つ 。 そ れ ぞ れ に 彼ら の こだわ り が 見 える も の と な り ま し た 。 

成果 発表 会 は 研究 管理 棟 2 階 の 大 会 議場 で 行わ れ ま し 
た 。 宇宙 科 学 シ ン ポ ジウ ム が 開か れる この 場所 は 、 ホ ン モ 
ノ の 宇宙 科学 ミッ ショ ン が 産声 を 挙げ る 場 で も あり ます 。 
聞い て いる 聴 家 も ホン モノ の 宇宙 科学 研究 者 。 そ こ で の コ 
メン ト は 、 挙 手 に よる 質問 だ け で な く 、 文 章 の 形 で も 名 班 
宛て に 届け られ ます 。 

今回 私 が 特に 気に入っ た の は 炒め 物 調理 器 で す 。 会 場 で 
は 、 地 上 で で きる こと を 宇宙 で どう や っ て 実現 する か と いう 
観点 だ け で な く 、 無 重力 だ か ら こ そ 初め て 可能 に な る 料理 
や 調理 法 を 創出 し て ほし いと 伝え まし た 。 無重力 下 で は ド 
レッ シン グ も すぐ に は 分 離せ ず 、 ソ ー ス な どの 液体 部 分 の 
み が 下 に た まる こと も な く 、 小 籠 包 の 皮 し を 極限 まで 薄く する 
こと だ っ て で きそう で す 。 ふわふわ で も 潰れ な を い の で 、 新 食 
感 の 物 も 開発 で きそう で す 。 そ の 上 で 、「 そ れ っ て 本 当 に 宇 
宙 で な いと 実現 不可 能 ?] と 考え 直し て みる と 、 実 は 工夫 す 
れ ば 地上 で も 実現 可能 だ っ た りす る 。 それ は 宇宙 が 1 つの 
イノ ベー ショ ン を 創出 し た と いう こと に な る の で は な いか と 
思う の で す 。 こ れ は この 班 だ け に 当て は まる こと で は な く 、 
全て の 班 の 高校 生 た ち に も 意識 し て も らい た か っ た 点 で す 。 

最終 発表 会 は 合宿 生活 の 締め くく り で は あり ます が 、 残 
され た 課題 の 検討 や 最終 報告 書 の 取り まとめ は 帰宅 し て か 
ら も 続き ます 。 彼ら は これ ら の コメ ント を 参考 に 今後 も 作業 
を 続け 、 春 の 日 本 天文 学会 ジュ ニア セッ ショ ン で は さら に 
成長 し た 姿 を 見 せ て くれ る こと で し ょ う 。 そ し て 卒業 後 も 
OB・OG と し て 戻っ て き て くれ ます 。 こ れ が 「 き みっ し ょ ん 」 
の も う 一 つの 喜び な の で す 。 
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S OTO chi 
宇宙 科学 研究 所 教授 / 宇 宙 科 学 広 
報 ・ 普 及 主幹 。 専 門 は 電波 天文 学 、 星 
間 物 理学 。 宇宙 科学 を 中 心 と し た 広 
報 普及 活動 を は じ め 、 ロケ ッ ト 射場 周 
辺 漁民 と の 対話 や 国際 協力 な ど 「 た い 
が い の こ と ] に 挑戦 中 。 
内 之 浦 宇宙 空間 観測 所 の 衛星 (ほし ) 
ヶ 丘 展望 台 で 撮影 し た トリ ッ ク 写 真 。 
34m ア ン テ ナ で 豪快 に 一 呑み 。 皆さん 
も 内 之 浦 に お 越し の 際 は どう ぞ 。 
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7 っ た 。「 二 重 の 布 の 間 に は さむ 」「 ネ ! /  「 ナ スカ の 地上 絵 」「 ウ ルト ラ 怪 獣 ダ ヽ 


| ( ご コ に 
1 ッ ト に 通す 」「 ネ ッ ト で 覆う 」「 パ イプ ダ 」「 龍 安寺 の 石庭 」 な ど 、 見 る 人 に  + 〆 L_ Lー 


/ 
| を 直接 、 布 地 に 和 糸 で 縫い 付け る 」 な り よっ て さま ざま に 形容 され る この 配 1 の 
い ど 多く の 試作 品 を 、 准 吉 間 果 や 便 産 / ーーー ー 、 、 | 線 パ ター ン こ そ が 一 番 の ノウ ハウ 。 1 電 At の 4 ん A 
\ 性 と いっ た 観点 か ら 比較 検討 し た 。 / 。 プ ヽ ! 先端 宇宙 服 開 発 の 過程 で 、 必要 な 』 
ニニ 机 ノノ ” 医療 用 素材 を 転用 *、 部 分 を 効率 よく 冷却 し 、 動 き を 妨げ  / 
ン こさ ノ / > 生 し い ヽ ず 、 動 いて も 効果 が 落ち な いよ うな  / 
。 , っ 才 200 \ 配線 パタ ー ン が 練り 上 げ ら れ た 。 だ と つい あ 上 | ク 
/。 体 に 密着 する 形状 ヽ __ こ 「『 敵 / 冷水 を 偽 環 させ る 「 バ イプ 」 や 「 コ 4 ー ナ 人 | 
』 四 へ 、 ーー \ 

一 般 的 に 涼し い 服 を 作る と き に は 、 い  ! ネ ク タ 」 は 医療 用 の 輸液 チュ ー プ を Wu ノ 
『 体 と 衣服 の 問 に 空間 を 空け る 。 だ が k 1 I 活用 。 耐 久 性 が 高く 、 洗 濯 ネッ ト に 収 I に ー ん ーー ピコ ぞ の の 
| 今回 は 循環 冷却 水 の 効 果 を 損なわ | の 。 才 浴 い で きる 。: 人 0K タ スク 6 ボ 2 人 由 ス 
な いよ う 、 空 着 度 を 高め る と いう 逆 。 1 ト ンプ を 収め る 腰 ベ ルト は 、 や は り 医 』 r ト 
| の アプ ロー チ 。 布 息 ( ふ は く ) に よる  !』 、 療 用 の 懇 部 コル セッ ト を 転用 し た 。 / の 

! 試作 品 で は 、 数 十 枚 の 型紙 で 精密  / - 間 _ 4 
\ な 三次 元 形状 が 作ら れ た 。 4 、 の 開 
ト KK hh い と し 当 ノブ トー 
要 \ pn _ 計 上 発 
ヽ 上 本 と パ / UI 
へ 0 レン 
デ AO se 


/  。 ッ ツ ト が 選ば れ た 。 同 時 に ニッ ト の 縫 


ーーー 


\ を 採用 。 こ の 分 野 で 世界 一 の ノウ ハ ヽ 


デビ ぺぺ 
レア ニッ ト 素 材 を で ヾ 、 
4 特殊 な 縫製 法 で N 
/ 検討 の 未 、 素 材 に は 伸縮 性 の 高い ヽ 
製 は 、 パイ プ が 通る 空間 も 含め て 一 


1 
気 に 三次 元 形状 を 織り 上 げ る 「 ホ ー I 
ル ガ ー メ ント 」 と いう ユニ ー ク な 手法  ! 


ト ウ を 持つ 株 式 会 社 島 精 機 製作 所 の ・ ニ ニ > | し $ 
、 全面 協力 を 得 た 。 | 
3 iu, 
ヽ ピコ に 
試作 品 ヾ 
着用 者 の 声 


/「 「( 訓 練 が 終わ っ て も ) これ は 脱ぎ た \ 


想定 され る 利用 者 く な い 」 (化学 防護 服 で の 訓練 を 終 1 
「 則 広く 寺下 絞 で 作業 する 、 例 え nn 
ば 溶鉱炉 や 熱処理 炉 前 の 作業 、 ご 7 | 
溶接 作業 な ど 。 ある い は 、 屋外 の ンジ 還 か 』 
警備 や スポ ー ツ 用 途 も 。 テ ー マ パ ー ノ 開発 スキ ー ム ヽ 1 ーッ / 
ク の キャ ラク ター に も 使っ て ほし い 導 消防 や 警察 、 企業 の ユニ フォ ー ム な 1 ト 4 
で すね 」 (JAXA 三 保 グ ルー プ 長 ) / 。 ど を 手がけ て きた 公益 財団 法人 日 \ NE 。 4 ノ 
/ 本 ユニ フォ ー ム セン ター を 中 核 に 、 V 2 
) 帝国 繊維 株 式 会 社 (生産 、 販 売 )、 ! 
1 株 式 会 社 エイ ・ イ ー・ エ ス ( 特 環 機 ! 
| 構 ) が ユニ ッ ト メ ン バ ー と し て 加わ っ ! 
! た 。JAXA 側 は 、 有 人 宇宙 環境 利用 。 / 
}、 プロ グラ ム ・SE 室 が 参画 し 、 産業 連 3 
0 「 首 まで ファ スナ ー を 閉め る と 効果 は 
N 作 倍増 。 炎天下 の サイ クリ ング も 快適 で 
開発 に 携わる 日 本 ユニ フォ ー ~、 っ し た 。 信号 待ち の 歩行 者 に 不思議 な 
ムセン ター の 皆さん 。 2 還 目 で 見 られ て し まい まし た が 」 (効果 を 
NG EMMA 確か め よう と 試着 し て みた 、 日 本 ユニ 
長野 際 貴 さん 、 渡 辺 聖子 さん フォ ー ム セン ター の 谷山 さん ) 
引用 NO し UL UI ZN NNO の JNN けり (0W と の 8 析 BER こ ニー ホ 
ん 途 イ ク は 密 た 究 ム オン こす げ シ 甘 に り 端 多 ぶ 消 ニ セ ヤセ な 最 恨 の の 練 服 が は 仁 
IN NN UI SI WMNNHNIU  URN (0 0 2 
も 職 ト ル 定 の 発 立 ム ボ し まき 仕 ズ が る 適 宙 " 首 隊 納 タ だ の > 練 宇 続 ま か 外 を は ほれ 
攻 種 を べ の 濃 が ち 製 エ た 事 事 を あ 冷 に 服 方 業 具 之 | 人 を 最 長 が 遇 け と な 活 含 さ に 
2 導 AUNENISEOIS 2 上 作 い て 考 で こ 結 る 却 人 の そそ な に ン ン 成 う 人 穫 吉 凡 服 て いい 動 % ら し た 
OO UIC 0 
た で て くる を 負う 提要 6 |) = ょ 優 上 記 を 先 A 時 % 。 活 避 首 注 5 還る 陸 古 と 
2 だ 侍 引 計 2 是 0 の 20 ー ン 0 用 還 全 麻 記 計 の 二 2 ニニ 
こ じ た 9 る 記 年 、O を み と め 9 店 1 AA 9 定 2 た 海 o 災 服 ネ 喜 な 
きい ぃ いな な 開 GO 語 3 の 凍っ AA 玉 飲 そ 員 害 と まだ い 
8 本 Eo し US の 昌 ま PPE の 
NINE NG まる 生き 2 ひき ん 人 A 要 中 C 還 に ちの と 上り 
Ua が NN 2OU NN (MM MV MA 上 HG ん ル / ま 作 W NNOWG AO) 。 
の AN 態 SE 人 DI だ ANN に ll お 由 あ 0 の UI 半生 に II 学 WI っ 
皆 な の 真 後 に 妃 の 紀 「 が つ 軸 ウ 繊 〈 代 場 警 ヲ | 8 完 己 ぐ < 了 由 つ < で < 


※』 


E 式 に は 「 消 防 用 冷却 下着 ]。 た だ 、 下 着 と し て の 機能 より も 冷却 に 比重 を 置い た 製品 開発 が な され て いる の で 、 本 稿 で は こう 呼ぶ こと に する 。 


取材 : 喜 多 充 成 (科学 技術 ライ ター) 1 選 


ロロ ロコ ピピ T 


A 人 欠 A 最 前 2 


kg 士 下 の と 力 き 活 状 施 加 た で 宇 て 行 革 の 運 2 マ 2 弧 oycremegeemtoed Ki 
NASA 等 カル 果たそ で まま 1A 紅 タ 設 し 中 選 全 5 際 古野 5 も ら う た め に 、 毎 年 9 月 12 日 の 
有 公 1 の 夕 文 あこ 油 し る V 革 りや きま 靖 に ) 申 三 E [宇宙 の 日 ] に 合わ せ て 「 全 国 小 ・ 
NN ー ヾ ゞ ヽ ケー エム ) ヾ 信 G 形 リタ 油 し る 関 大 A 三 | [ ミ も 県 
ボー ルデン 長官 が 休 人 S 胡 と | 8 商 た 組 や この 月 た 千 胃 88 生 川 宇 き 中 学生 作文 絵 画 コン テス ト 」 を 開催 
栓 で 長 を 骨 藤 タッ で 見 上 能 ご と サ 申 " 設 し 全便 飛 笛 二 9 し て いま す 。 今年 の テー マ は 「 宇 宙 
手間 目 カ の ツ ョ 甘い られ 妨 滑 名 まつ 米 叶 人 7 飛 飛 ょ の し こと 」。 小学 生 の 部 の 作文 で 、 
本 擬 野 在 に ドミ と や を 間 た 訓 上 炉 こ 上 る 右 久 国 環 8 は 伺 宇宙 航空 研究 開発 機構 理事 長 党 
豚 空 宇宙 局 (NASA ) チ ャ ー し 口 時 行 ふ 到 自 遂に 隔 抑 訓 内 が ゃ 玉川 テキ 閉 % 人 土工 、 NM 
・ ポ ー ル デン 長官 が 9 月 19 日 に た 手 に わ と と え 己 行 や 次 4 練 実 島 名 聡 り リル ミト 9 おお が 60 EN 
行わ れ た プ E 条 宙 は れ ヶ た 管 し ちさ \ ご 利 施 で に 宇 2 ス イッ 月 ー ス キャ スタ ー NAGIY 」 と 題し て 、 
行わ れ た プレ ス 向 け の JAXA 理 事 件 飛 必 る 1 人 な 理 潜 に 用 し 欧 ぶ 宙 さ ュー ュ シン っ ! G1 Na 
206 飛 避 る シ チ 六 て て れ 浴 に 用 に 枯 い ま ニュ ー ス で 取り 上 げ る トピ ックス の 取 
長 会 見 に ゲス ト 登 増し まほ し た 。 ボー ル 下行 要 も 各 | 能 い 生 た 水 参 し た 州 け 飛 に 沖 ン T 初 材 で 、 大 陽 素 を 自由 自在 に 飛び 回 
デン 長官 は 、 こ の 日 に 行わ れ た オー ビ 明 還 AE RM 9 月 
タル サイ エン ス 社 の シグ ナス に よる 国 層 業 両 了 取 凶 間 と V 1 1 卓 は 半生 352 
際 宇 宙 ス テー ショ ン 輸 送 打 ち 上 げ 成 な さも 寺 な 気 測 字 を 法 V ド (TE われ - 内 02 
功 に 言及 。 [こう の と り 」 の 近傍 通信 を | な 飛 還 1 遇 0 半生 
シス テム 技術 が 搭載 され た こと を 挙 行 乃 うう ル 地 行 す 1 2 の 1D PPPIDPPD mp 
げ 、NASA と JAXA の 歴史 的 な 協 きま と と シシ 下 質 寺 る ルズ 誤 No 是 AI ( 小学 生 部 門 徳永 紗 弓 さん 
調 関係 が 背景 に ある こと か 6 日 米 の すみ サ 上 ジ 集 再 は めす 訓 午 
民間 の 間 で の 連携 が 可能 で あっ た ジグ 中 告 通信 訓 操 Z 東 5 
こと を 紹介 し まし た 。 また 米国 が 掲げ 6 Pt 探 リー の NiaaR 
る 小惑星 や 火星 へ の 将来 有人 到達 活 理 後 し 四季 あ 行 : 4 当 
法 
ミッ ショ ン に 関し 、 サ ンプ ルリ ター ン を 動作 は た 病 採 0 和 最 参 
果たし た |「 は や ぶ き 」 ミッ ショ ン の 功 
績 や 知 兄 を た た ぇ 、 次 機 「 は や ぶさ に コリ 和 デ 加 INFODRIMIATION 3 
2」 の デー タ な ど $、 引 き 続き 自分 た ち 0 TAXA と 東急 ハン ズ が コラ ボ ゆま の 衝 こ ジ し あら し だ 
計 22 SN 3 ^ い 9 IS 山 ン 未 テ 
の 計画 に 技術 的 に 活用 し た い 旨 を 下 洞窟 内 で 訓練 中 の 古川 宇宙 | ん 5 り 1 る 上 了 挙 ご 地 を まい の 3 た 2 最 /-9 
述べ まし た 。 最後 に 、11 月 に ソ ユ ー 飛行 士 (右端 )56 名 の チー ム 人 工 衛星 胸 キ ュ ン ( ソ カ フェ 0 還 和 き 較 人 げ 行 電 と 上 月 の 押 し い ミ 
ズ 宇 宙 船 に 搭乗 する 若田 宇宙 飛 画像 : JAXA/ESA-V. Crobu 期 ケー エー。 o+ 1 2 の い 穫 光 で に た 愛人 』 
we て に 豆 観 向 つ 2 の 作 ょ ん うら か 挟 勾 技 ュ 
行 士 に 対し て は 、「 日 本 の 宇宙 開発 期間 限定 オー プン 本 で 痢 け だ 0 再 成 し で ミ 記 け 人 人 が 術 っ 2 
ヽ 第 0 の バテ い 答 エ ロ 
の 歴史 を 書き 換え る こと に な る と 思う 」 も) 和民 ト の 昌 て 9 抽 介 も 1 を また た と いて っ だ 仙 2 
と 活躍 へ の 期待 を 寄せ まし た 。 た も 間 生生 田 い て イス 9 すい 全 す 代 の を と 意 だ だ ョ 2 党 092 選 
INFDRIMATION き 誘 し ち オ 人 クタ ち ラ 2 い シ A 日 文 だ が < 進化 月 多 況 り ン 号 あ 』2 号 ビビ 
手玉 で 市 幸 吉 還 立 いり て な り リエ ラ を ず ヂ ラ まう ョ が 書け 皆 ふ うめ 棋 に く の ち ャ | に デ 年 計 A マ 
茶 人 気球 到達 高度 の 世界 記録 更新 凍り ん を 午 プ キ る キナ ジ 生 手 も 2 介 ン る 機 生 の 秋 る ンク トナ 2 モル さ 
日 、 大樹 航空 宇宙 実験 場 に お 還 議 期 忍 = ク ょ 描 且 の 員 を ン の ン 
「 直 匿 高度 気 球 の 飛 大 問 半 ミク まる 下 ル 人 も を 坦 全 を k% 尋 ヨ 
能 試 験 (BS13-08) 」 を 実施 し 、 到 10 ち 族 う モ 球 し Au 近 限 儲 *6 前 ン 
達 高度 53.7km を 記録 し まし た 。 この 呈 2 M 韻 イ た の 護 に 店 念 < 
ョ ロ 人 ーー ハレ 乏 ) な K ラー コ に 3 人 CX こ 応 ど 
「 4 記録 は 、2002 年 5 月 に 当時 の 文部 日 寄 友 と ど 思 あえ 人 工 家 じ 開 ヨ て 券 に | 
奥村 理事 長 ( 右 ) と ボー ルデン 長官 () 科学 省 宙 科学 研究 所 が 放 球 し 第 ク 
た 超 薄 膜 高 高度 気球 ( 厚 き 3.4xm ん 見 。 
の ポリ エチ レン フィ ルム 製 、 満 膨張 体 決 
積 60.000mi/ 直 径 53.7m ) の 到達 2 ま < 
上 高度 53.0km を 越え る る の で 、 無 人 ※ た 
気球 到達 高度 の 世界 記録 を 更新 し も で 


まし た 。 今回 の 実験 で 、 新 た に 開発 
し た 世界 で 最も 薄 い 気 球 用 フィ ルム 


宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 配 No.052 


仙人 才 AW( 軍 本 で ある 厚 き 2.8/m の ポリ エチ レン フィ 

編集 制作 一 般 時 団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム ルム を 用 いて 、 設計 ・ 製 作 ・ 放 球 の 

デザ イン 欠 Better Days ーー ヽ p ャ トレ ル = ミ 

印刷 製本 人 株 式 会 社 ビー・ シ ー・ シ ー 車 の プロ モス の 妥当 性 を 実証 する 

2013 年 10 月 1 日 発生 こと が で きま し た 。 

JAXAS 編集 委員 会 

委員 長 的 川東 宣 

副 委 員 長 寺田 弘 慈 

委員 阪本 成一 / 町 田 茂 / 寺 門 和 夫 . 喜多 充 成 facehook https://Www.facehook.com/jinkoeiseiclub 

証 問 山根 一 引 スペ シャ ル サ イ ト http://Www.satnavi.jaxajp/jinkoeiseiclub 


JAXA シ ン ボ ジウ ム 2013 in 東京 


析 生 JAXA が 目指 
未来 総 誠 ?? 


宙 航 空 研究 開発 機構 (JAXA) は 、 2013 年 10 月 
に 創立 10 周 年 を 迎え ます 。 宇宙 科学 研究 所 、 航 
空 宇宙 技術 研究 所 、 宇 宙 開 発 事業 団 が 1 つ に な り 、 宇 
宙 航 空 分 野 の 基礎 研究 か ら 技 術 開発 ・ 実 証 に 至る まで 
一 買 し て 行う こと の で きる 機関 と し て 歩ん で きま し た 
が 、 こ れ か ら の 10 年 は 、「 技 術 力 で 社会 課題 を 解決 し 、 
技術 革新 に よっ て 人 類 の 夢 と 希望 を 創出 する ] と いう 
新た な 使命 の も ちと 、 さ ら な る 進化 を 目指 し ます 。 
生ま れ 変 わっ た JAXA を 広く 知っ て いた だ く た め に 
シン ポジ ウム を 開催 し ます の で 、 皆 さま の ご 来場 を お 
待ち し て お り ま す 。 シ ン ポ ジウ ム の 模様 は イン ター ネ 
ッ ト で の ライ ブ 中 継 も 予定 し て お り ま す 。 
日 時 2013 年 10 月 7 日 (月 ) 18 時 30 分 一 
会 場 メル パル ク 東 京 
プロ グラ ム 概 要 


奥村 直樹 (JAXA 理 事 長 ) 
パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 


テー マン 
コー ディ ネー ター: 室 山 哲 也 氏 (NHK 解 説 主幹 ) 
パネ リス ト : 岩 野生 氏 (独立 行政 法人 科学 技術 振興 機構 研究 開発 戦略 セン ター 上 席 フ ェ ロ ー) ご 自宅 や 職場 な ど 、 ご 指定 の 場所 へ JAXA's を 配 
池谷 浩 氏 (政策 研究 大 学院 大 学 特 任 教授 ) 送 し ます 。 本 サー ビス ご 利用 に は 、 配 送 に 要する 実 
高松 聖司 氏 ( ア リア ンス ペー ス 社 東京 事務 所 代表 ) 費 を ご 負担 いた だ く こ と に な り ま す 。 詳し く は 下記 ウェ 
米 本 浩一 氏 ( 九 州 工業 大 学 教授 ) ブサ 介 を ご 覧 くだ きい 、。 
遠藤 守 (JAXA 理 事 ) http://wwwjaxasJD 
山本 静夫 (JAXA 理 事 ) お 問い 合わ せ 先 
※ プ ログ ラム は 変更 に な る 場合 が あり ます 。 一 般 財 団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 
広報 ・ 調 査 事業 部 「JAXA's] 配送 サー ビス 窓 
TEL:03-6206-4902 
で 0 クル で な ます 主 パル プ 配合 10 和紙 を 人 用 773 
広報 部 〒101-8008 東京 都 千 代田 区 神田 駿河 台 4-6 JAXA ウ ェ ブ サイ ト http://www.jaxa.jp/ 
宇宙 航空 研究 開発 機構 御茶ノ水 ソラ シテ ィ メー ル サ ー ビ ス http://www.jaxa.jD/Dr/mail/ 
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